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6月の休日救急医

院（下条）
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所（土市）

医
療
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診
診

口
手
沢

山
千
水

13日

20日

27日

7月上旬の予定

至誠堂医院（西浦町）

池田医院（本町西）

4日

11日

　
　
　
幾

羅
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驚
．

翼

鞭

　
懸
馨

．
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灘

，
箋
・
謹

川
西
町
に
は
、
約
九
十
戸
の
葉
た
ば
こ
耕
作

農
家
が
あ
り
ま
す
。

　
五
十
六
年
の
実
績
を
調
べ
て
み
ま
す
と
、
面

　
積
が
五
十
六
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
総
収
納
代
金
は
一

　
億
四
千
万
円
で
し
た
。
十
ア
ー
ル
当
た
り
で
二

　
十
五
万
円
の
収
入
が
あ
っ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
　
在
庫
が
多
い
の
と
外
葉
の
輸
入
な
ど
で
、
葉

　
　
た
ば
こ
も
米
と
同
じ
よ
う
に
生
産
調
整
が
行
わ

　
　
れ
、
な
か
な
か
厳
し
い
状
況
で
す
．

　
　
　
葉
た
ば
こ
耕
作
は
た
い
へ
ん
な
手
間
が
必
要

　
　
　
で
す
．
二
月
ご
ろ
に
は
代
作
り
を
始
め
、
出
荷

　
　
　
は
十
二
月
ま
で
か
か
り
ま
す
．
雪
の
時
期
か
ら

　
　
　
始
ま
り
雪
の
時
期
に
終
わ
る
と
い
う
こ
と
で
す
．

　
　
　
　
　
今
年
の
生
育
状
況
は
、
五
月
中
句
に
真
夏
な

　
　
　
　
み
の
天
気
が
続
き
、
枯
死
寸
前
の
と
こ
ろ
も
あ

　
　
　
　
　
り
ま
し
た
が
、
六
月
に
入
っ
て
か
ら
の
降
雨
で

　
　
　
　
　
持
ち
直
し
て
き
ま
し
た
．
　
（
元
町
の
中
子
地
区

　
　
　
　
　
で
撮
影
）
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先
月
三
十
一
日
、
第
一
二
回
町
議
会
臨
時
会
が
開
か

れ
ま
し
た
。

　
こ
の
議
会
で
は
、
川
西
中
学
校
木
造
校
舎
改
築
工

事
請
負
契
約
に
関
す
る
こ
と
が
主
で
し
た
が
、
こ
の

ほ
か
、
税
条
例
の
一
部
改
正
や
三
つ
の
特
別
会
計
の

補
正
予
算
が
審
議
さ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
決

ま
っ
て
い
ま
す
。

　　　　　　　　　　響　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　一　　　　　　　　　一　　　　　　　　　甲　　　　　　　　甲　　　　　　　　一　　　　　　　　一　　　　　　　冒　　　　　　　－　　　　　　　曹　　　　　　一　　　　　　曹　　　　　　一　　　　　甲　　　　　曹　　　　車　　　　層　　　　響　　　，　　　甲　　　一　　－　　曹　　一　甲　－　曹
甲甲曹

l
o
－
o
I
ー
陰
9
1
－
l
I
・
－
・
9
巳
l
o
o
－
o
i
，
－
ー
量
ー
1
・
1
唇
－
I
o
－
－
謄
－
1
－
I
o
o
－
－
l
l
－
ー
－
い
－
1
－
－
し
－
－
－
9
－
一
－
ー
－
1
－
－
ー
－
。
o
－
－
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巳
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o
し

川
西
中
の
改
築
工
事

　
川
西
中
学
校
木
造
校
舎
改
築
工
事
の

ス
タ
ッ
フ
が
そ
ろ
い
ま
し
た
。

　
入
札
は
、
五
月
三
十
一
日
の
午
前
に

分
離
発
注
と
い
う
形
で
行
わ
れ
、
本
体

工
事
は
一
億
七
千
三
百
八
十
万
円
で
丸

山
工
務
所
と
井
川
建
設
の
共
同
企
業
体

が
、
給
排
水
暖
房
設
備
工
事
は
五
干
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鋼麟

百
八
十
万
円
で
川
西
中
設
備
建
設
共
同

企
業
体
（
十
日
町
水
道
・
太
田
水
道
・

孫
六
商
店
）
、
そ
し
て
、
電
気
工
事
に

つ
い
て
は
三
千
四
百
四
十
万
円
で
川
西

電
設
共
同
企
業
体
（
村
尾
電
気
商
会
・

渡
辺
電
機
・
協
和
電
業
・
五
十
嵐
電
気
）

が
、
そ
れ
ぞ
れ
落
札
し
て
い
ま
す
。

　
議
会
は
、
こ
の
日
の
午
後
に
開
か
れ

た
も
の
で
す
が
、
こ
れ
ら
の
業
者
と
の

工
事
請
負
契
約
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
議

決
さ
れ
ま
し
た
。

　
三
つ
の
契
約
金
額
を
合
計
す
る
と
二

億
六
千
二
首
万
円
に
な
り
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
に
も
、
給
排
水
衛
生
設
備

工
事
や
南
校
舎
改
造
工
事
、
そ
れ
に
設

計
監
理
、
木
造
校
舎
解
体
工
事
な
ど
の

費
用
が
必
要
で
、
学
校
建
設
費
に
は
三

億
三
千
二
百
万
円
余
の
予
算
が
組
ま
れ

て
い
ま
す
。

　
工
期
は
、
来
年
の
三
月
五
日
ま
で
で

す
。
鉄
骨
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
四
階
建
、

延
面
積
千
七
百
平
方
メ
ー
ト
ル
余
り
の

校
舎
が
卒
業
式
ま
で
に
は
完
成
し
ま
す
。

◇
承
認
さ
れ
た
も
の

▽
川
西
町
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

　
三
月
三
十
一
日
に
税
条
例
の
一
部
が

改
正
さ
れ
ま
し
た
が
、
議
会
を
開
く
時

間
が
な
く
専
決
し
て
い
た
も
の
を
、
こ

の
議
会
に
報
告
し
、
承
認
を
得
ま
し
た
。

　
改
正
さ
れ
た
主
な
も
の
と
し
て
は
、

町
民
税
（
個
人
）
の
均
等
割
の
非
課
税

の
範
囲
が
一
人
当
た
り
二
十
万
円
以
下

に
な
っ
た
こ
と
、
父
子
家
庭
救
済
の
た

め
に
寡
夫
控
除
を
設
け
た
こ
と
、
な
ど

で
す
。

▽
五
十
七
年
度
簡
易
水
道
事
業
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
一
号
）

　
五
升
苗
ダ
ム
の
工
事
の
た
め
橘
簡
易

水
道
導
水
管
移
設
工
事
を
早
急
に
行
う

必
要
で
専
決
し
て
い
た
も
の
が
承
認
さ

れ
ま
し
た
。
二
百
二
十
七
万
七
千
円
が

こ
の
工
事
に
必
要
で
す
。

◇
可
決
さ
れ
た
も
の

▽
五
十
七
年
度
仙
田
へ
き
地
出
張
診
療

所
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
一
号
）

　
六
百
五
十
三
万
八
千
円
を
一
般
会
計

か
ら
繰
り
入
れ
、
五
十
六
年
度
歳
入
不

足
金
を
補
て
ん
し
ま
し
た
。

▽
五
十
七
年
度
歯
科
診
療
所
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
一
号
）

　
診
療
収
入
を
百
九
十
四
万
四
千
円
追

加
し
、
五
十
六
年
度
歳
入
不
足
金
を
補

て
ん
し
ま
し
た
。

き

幽
資
料
提
供
者
（
敬
称
略
）

南
雲
乙
蔵
（
中
仙
田
）
、
高
原
田
部

落
・
高
橋
利
一
、
太
田
光
之
（
高
原

田
）
、
登
坂
ヨ
子
（
岩
瀬
）

囹
主
な
提
供
資
料
【
（
）
内
西
暦
】

・
蕨
夘
津
木
葉
貯
夫
食
覚
帳
（
一
七

八
九
）
・
去
巳
悪
作
二
付
小
前
飢
人

救
人
別
帳
（
一
八
三
四
）
・
御
用
留

（
一
八
四
四
）
・
當
末
宗
門
人
別
五

人
組
帳
（
一
八
四
七
）
・
書
状
－
雪

峠
の
戦
い
の
際
の
川
西
町
の
動
き
ー

（
一
八
六
八
）
・
三
ヶ
村
奥
山
争
論

願
書
（
一
六
七
六
）
・
越
後
国
魚
沼

郡
高
原
田
村
明
細
村
鑑
帳
（
一
八
六

三
）
・
建
議
－
中
野
村
・
千
手
町
村

合
併
の
こ
と
ー
（
一
九
〇
一
）

　
　
以
上
総
数
四
七
六
件

　
　
　
　
　
　
　
　
（
五
月
末
日
）

　
「
町
史
こ
ぼ
れ
話
」

　
　
　
第
　
一
一
集

　
今
年
秋
に
出
す
予
定
で
あ
っ
た

「
町
史
こ
ぼ
れ
話
」
を
、
六
か
月
早

め
て
七
月
一
日
に
発
刊
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。
こ
の
た
め
、
本
紙
一
月
号

で
紹
介
し
た
内
容
の
一
部
を
次
号
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
び
だ
ま

回
し
、
①
長
谷
川
伸
の
「
喚
魂
」
、

②
川
西
町
近
・
現
代
小
史
、
③
同
編

年
史
の
三
つ
を
柱
に
第
二
集
が
ま
と

め
ら
れ
、
目
下
、
印
刷
中
で
あ
る
こ

と
を
ご
了
解
い
た
だ
き
た
い
。

　
監
修
し
て
く
だ
さ
っ
た
竹
内
道
雄

教
授
か
ら
、
次
の
よ
う
な
監
修
の
こ

と
ば
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

　
　
監
修
の
こ
と
ば

　
第
二
集
に
は
、
橘
の
仁
田
北
田
庵

に
ま
つ
わ
る
俗
に
い
う
「
如
意
輪
観

世
音
」
の
由
来
を
小
説
風
に
ま
と
め

た
長
谷
川
伸
氏
の
作
品
『
喚
魂
』
が

掲
載
さ
れ
、
ま
た
「
川
西
町
近
・
現

代
小
史
」
お
よ
び
そ
の
記
述
内
容
の

基
と
な
っ
た
「
川
西
町
近
・
現
代
編

年
史
」
が
収
録
さ
れ
た
。

　
前
者
は
近
世
の
郷
土
お
よ
び
江
戸

の
庶
民
層
を
中
心
に
し
た
社
会
お
よ

び
民
俗
、
宗
教
の
歴
史
事
実
を
踏
ま

え
、
　
「
仁
田
の
如
意
堂
」
を
巡
る
伝

承
を
生
き
生
き
と
描
写
し
た
感
動
の

宗
教
小
説
で
あ
る
。
郷
土
に
つ
い
て

の
記
述
に
若
干
の
誤
り
が
あ
り
、
こ

の
点
を
丸
山
精
二
郎
氏
が
指
摘
し
修

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
触
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電気工事　予定価格3，470万円　　　　　　　　1”田山堂播★粘紡全苗筑丁重　　　川西中学校木造校舎改築工事

一入札結果のお知らせ＿
　5月31日に執行された川西中学校木造校舎改築工事に

関する入札について、6月1日付の一部新聞で問題点が

あるとして報道されましたが、町ではr入札問題調査会」

を発足させて事実の究明にあたるとともに、当該入札の

結果を次のとおり公表いたします。

入　　　札 再　入　札 記事 入　　札　　者
　　　　　円
35，800，000

　　　　　円
35，200，000

川西中学校木造校舎改築工事電気共同
企業体
　代理渡　　辺　　靖　　昭

35，400，000 34，400，000 落札 川西電設共同企業体
　代表村　　尾　　正　　次

36，100，000 34，900，000 大島電気㈱
　代理丸　　山　　　　　勇

36，500，000 35，500，000 ㈱後藤電機
　　　　後　　藤　　唯　　夫

35，700，000 34，800，000 ㈱庭野電気商会
　　代理庭　　野　　戦　　治

予定価格1億7，400万円本体工事

入　　　　札 再　　入　　札 記事 入　　　札　　　者

　　　　　円
176，000，000

　　　　　円
174，500，000

高橋・小林建設共同企業体

　　代理高　　橋　　寛　　治

175，500，000 173，800，000 落札
弊智憾蓼霧建設共同企業体
　　代理井　　川　　　　昇

175，200，000 174，800，000
協和建設㈱
　　代理柳　　　　　英　　作

178，300，000 176，300，000
新川屋建設工業㈱
　　代理渡　　辺　　嘉　　平

178，000，000 176，500，000
㈱加賀田組
　　代理山　　崎　　秀　　正

177，500，000 175，500，000
㈱福田組小出営業所
　　　　市　　川　　修一郎

178，500，000 175，900，000
㈱植木組十日町営業所
　　　　井　　貝　　弘　　一

176，800，000 175，000，000
鉄建建設㈱北陸支店
　　代理児　　玉　　五八郎

177，000，000 176，000，000
小杉土建㈱
　　代理大　　塚　　　　　修

176，000，000 175，000，000
㈱山崎組
　　代理樋　　口　　敬　　義

図

塔屋57，60㎡

　　　　平　面

　　　1

S　500

4階233，10㎡

Du髄

図書室

女田
力

3階446，58㎡

男　　女

W●C　W・CO嚇N

家庭科室 視聴覚室

2階464，58㎡
給排水暖房設備工事予定価格5，400万円

入　　　札 再　入　札 記事 入　　札　　者

　　　　円
55，000，000

　　　　円
53，800，000 落札 川西中設備建設共同企業体

　代表池　　田　　英　　三

56，100，000 54，850，000
千手建設共同企業体
　代表藤　　巻　　寛　　治

55，600，000 54，500，000
北栄建設㈱長岡営業所
　　　吉　　田　　博　　武

55，650，000 54，700，000 平和水管㈱
　　　樋　　口　　敏　　夫

55，450，000 54，650，000
㈱美　佐　伝
　　　大　　嶋　　征之助

W・C

　o州

校長室 職員室

1階　498，30㎡

体育館

女W・cup男W・C

ホール

升降口

※主な部屋を記載しました。

『　
訂
さ
れ
て
い
る
の
で
そ
れ
に
従
う
べ

　
き
で
あ
る
が
、
現
代
社
会
の
浄
化
に

　
ひ

　
稗
益
す
る
と
こ
ろ
多
大
な
も
の
が
あ

　
る
と
信
ず
る
。
ま
た
、
こ
の
小
説
に

　
初
め
て
接
す
る
読
者
や
学
校
の
教
材

等
に
利
用
す
る
者
の
便
を
考
え
て

　
「
喚
魂
の
梗
概
」
を
付
し
た
編
集
者

　
の
親
切
に
は
敬
意
を
表
し
た
い
。

　
　
さ
て
、
後
者
の
前
篇
は
、
慶
応
四

年
（
一
八
六
八
）
一
月
か
ら
現
在
に

至
る
ま
で
の
川
西
町
史
の
概
説
で
あ

る
。
簡
に
し
て
要
を
得
、
流
麗
な
文

章
で
よ
く
ま
と
め
ら
れ
て
お
り
、
し

か
も
歴
史
の
各
分
野
に
わ
た
っ
て
記

述
さ
れ
て
い
て
魅
力
が
あ
る
。
後
篇

は
前
篇
の
内
容
を
実
証
す
る
も
の
で

年
月
日
ま
で
記
し
た
労
作
で
あ
る
。

　
　
こ
れ
ら
の
二
篇
は
、
川
西
町
の
近

　
・
現
代
史
全
体
を
理
解
す
る
た
め
の

格
好
な
佳
編
と
い
う
こ
と
が
で
き
る

と
と
も
に
、
こ
れ
ら
を
通
じ
て
妻
有

郡
市
の
近
・
現
代
史
の
理
解
に
も
資

す
る
こ
と
多
大
な
も
の
が
あ
ろ
う
か

と
思
わ
れ
る
。
し
か
も
そ
の
中
に
は

　
「
こ
ぼ
れ
話
」
に
ふ
さ
わ
し
い
事
実

や
そ
の
紹
介
も
あ
っ
て
読
者
の
興
昧

を
そ
そ
る
も
の
が
あ
る
。

　
　
第
一
集
は
、
歴
史
全
体
に
わ
た
っ

　
て
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
に
富
ん
だ
も
の
で

あ
っ
た
が
、
第
二
集
は
、
歴
史
に
お

け
る
「
実
」
と
「
真
」
を
考
え
さ
せ

る
作
品
と
近
・
現
代
史
の
ヒ
ス
ト
リ
ー

（
ぽ
一
ω
8
蔓
）
と
ゲ
シ
ヒ
テ
（
α
q
Φ
ω
巳
匡
8
）

す
な
わ
ち
事
実
の
歴
史
と
記
述
の
歴

史
の
両
面
が
掲
載
さ
れ
て
い
て
、
歴

史
意
識
を
培
う
意
義
も
大
き
い
。

　
町
民
、
読
者
の
愛
読
と
活
用
を
願

う
も
の
で
あ
る
。

　
　
主
な
内
容

　
は
じ
め
に

　
監
修
の
こ
と
ば

喚
魂
転
載
の
記

O
喚
魂

根
津
正
三

竹
内
道
雄

丸
山
精
二
郎

長
谷
川
　
伸

口
川
西
町
近
・
現
代
小
史

　
①
明
治
の
幕
あ
け

　
②
開
化
に
向
け
て

　
③
地
方
制
度
と
小
村
合
併

　
④
大
正
期
の
郷
土

　
⑤
軍
国
調
は
い
や
高
く

　
⑥
戦
後
の
川
西
郷

　
⑦
川
西
町
の
誕
生

　
⑧
根
津
町
政
と
総
合
開
発

　
⑨
未
来
に
羽
ば
た
く

口
川
西
町
近
．
現
代
編
年
史

四
町
史
編
さ
ん
の
足
ど
り
と
動
き

　
※
出
征
の
風
景
や
駅
頭
の
別
れ
、

川
西
自
動
車
商
会
の
バ
ス
や
黒
煙
を

吐
く
軽
便
鉄
道
な
ど
、
昔
懐
か
し
い

写
真
も
豊
富
に
掲
載
し
ま
し
た
。

　
ー
お
知
ら
せ
と
お
願
い
i

　
第
二
集
も
実
費
一
冊
千
円
で
お
分

け
し
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
、
近
日

中
に
嘱
託
員
を
通
じ
て
回
覧
さ
れ
る

申
込
用
紙
に
お
名
前
を
記
入
し
て
く

だ
さ
い
。
編
さ
ん
室
あ
て
に
直
接
お

申
し
込
み
（
有
線
二
五
八
七
、
電
話

八
－
二
三
〇
八
）
く
だ
さ
っ
て
も
結

構
で
す
。
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商工業の皆さんに

貸し出します

　
町
で
は
、
中
小
商
工
業
の
育
成
と
振

興
を
進
め
る
た
め
に
、
地
方
産
業
育
成

資
金
の
貸
付
制
度
を
実
施
し
て
お
り
ま

す
。

　
こ
の
貸
付
資
金
は
、
商
工
業
の
皆
さ

ん
が
、
施
設
の
設
備
資
金
と
し
て
、
ま

鞍

蒼
鼓
蕊
難

叢

千手地区商店街の
なりました

た
は
経
営
の
運
転
資
金
と
し
て
ご
利
用

い
た
だ
く
も
の
で
す
。

　
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

お
気
軽
に
ど
う
ぞ
。

◇
貸
付
限
度
額
　
　
三
百
五
十
万
円

》
《
多
そ
多
そ
3
5
ぞ
～
ぞ
β
ξ
、
、
3
多
》
ー
≧
｝
ケ
x
～
ラ
き
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●
1
0
日
～
1
3
日
　
契
約
は
約
款
を
読
ん

＿消費者情報＿

あなたも

ダイヤルしマ

みませんか

　
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
は
、
日
常

の
消
費
生
活
情
報
や
、
日
ご
ろ
の
悩
み

ご
と
に
つ
い
て
、
電
話
に
よ
る
相
談
を

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　
今
月
の
テ
ー
マ
は
次
の
と
お
り
で
す
。

あ
な
た
も
一
度
ダ
イ
ヤ
ル
し
て
み
ま
せ

ん
か
。
　
（
情
報
は
正
午
に
切
り
替
え
）

　
で
か
ら

●
1
5
日
～
1
6
日
　
石
油
製
品
の
価
格
動

行
●
1
8
日
～
20
日
　
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
容
器

の
安
全
な
使
い
方

●
2
2
日
～
2
3
日
　
消
費
生
活
相
談
事
例

●
2
5
日
～
2
7
日
住
い
の
カ
ビ
を
防
ぐ

　
に
は

●
2
9
日
～
7
月
1
日
　
消
費
者
意
識
調

査
か
ら

●
2
日
～
5
日
　
新
し
い
不
動
産
媒
介

契
約
制
度
に
つ
い
て

●
6
日
～
8
日
　
消
費
生
活
相
談
事
例

●
9
日
～
1
2
日
　
傘
の
選
び
方
と
日
傘

　
の
手
入
方
法

◎
電
話
番
号

　
〇
二
五
二
－
六
七
ー
七
〇
〇
〇
番

～脳撫穴

◇
貸
付
期
間

◇
貸
付
利
率

◇
保
証
人

◇
申
込
先

三
年
以
内

年
六
・
八
五
％

一
人

川
西
町
商
r
会
館

県
消
費
生
活

　
セ
ン
タ
ー
の

o

“
ゆ
き
つ
ば
き
号
”

　
　
　
　
　
　
が
き
ま
す

　
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
の
移
動
車

ノ

，
ゆ
き
つ
ば
き
号
”
が
、
車
も
新
し
く
マ

イ
ク
ロ
バ
ス
と
な
っ
て
、
次
に
よ
り
来

町
し
、
移
動
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
を
開

き
ま
す
。

　
皆
さ
ん
気
軽
に
お
集
ま
り
く
だ
さ
い
。

　
“
ゆ
き
つ
ば
き
号
”
で
は
、
初
め
て

参
加
す
る
人
た
ち
に
も
分
か
り
や
す
い

よ
う
電
動
パ
ネ
ル
、
展
示
商
品
、
簡
易

テ
ス
ト
な
ど
を
交
え
な
が
ら
、
皆
さ
ん

の
日
常
生
活
に
必
要
な
知
識
に
つ
い
て
、

お
話
し
て
く
れ
ま
す
。
大
ぜ
い
の
参
加

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

「
き
之
　
　
季
f
し

協
保
険
料
免
除
の

ね
　
　
　
手
続
き
は
簡
単
で
す

　
国
民
年
金
の
保
険
料
は
一
か
月
分

五
千
二
百
二
十
円
で
す
が
、
失
業
や

収
入
が
少
な
く
保
険
料
の
納
付
が
困

難
な
方
は
、
申
し
出
に
よ
り
保
険
料

が
免
除
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

七
月
ま
で
に
手
続
き
す
れ
ば
、
今
年

の
四
月
分
か
ら
向
こ
う
一
年
間
は
有

効
で
す
。

　
保
険
料
が
免
除
さ
れ
て
も
、
障
害

年
金
な
ど
は
納
め
た
人
と
同
様
の
額

を
受
け
ら
れ
ま
す
か
ら
滞
納
の
ま
ま

に
せ
ず
、
必
ず
役
場
の
年
金
係
に
免

除
申
し
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。
た
だ

し
、
老
齢
年
金
は
免
除
を
受
け
た
期

間
だ
け
三
分
の
一
に
減
ら
さ
れ
ま
す

の
で
、
保
険
料
を
納
め
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
ら
す
ぐ
追
納
し
て
く
だ
さ

い
。
十
年
以
内
の
分
な
ら
、
旧
料
金

で
さ
か
の
ぼ
っ
て
納
め
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

児
童
手
当
の

振
り
込
み
と
現
況
届

　
㍉
’
、
9
．
、
，
確
8
’
0

と
　
　
　
　
じ
し
ノ
じ
ロ

篭

！
奪
す

ノ
メ
＞
監
く

覆暴器量網
があります。　1

穀il

齢

繋
　
灘

暴

　
六
月
十
日
は
、
二
月
分
か
ら
五
月

分
ま
で
の
児
童
手
当
の
振
り
込
み
日

で
す
。
個
人
あ
て
の
通
知
は
あ
り
ま

せ
ん
の
で
、
各
自
指
定
し
た
金
融
機

関
で
お
確
か
め
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
六
月
は
児
童
手
当
受
給
者

の
現
況
届
の
月
で
す
。
六
月
一
日
現

在
、
社
会
保
険
に
加
入
の
方
は
健
康

保
険
証
か
厚
生
年
金
証
書
と
印
鑑
、

国
民
年
金
に
加
入
の
方
は
印
鑑
の
み

を
持
参
し
て
、
六
月
三
十
日
ま
で
に

役
場
年
金
係
ま
で
お
い
で
く
だ
さ
い
。

そ
の
際
、
所
得
関
係
の
調
査
も
行
い

ま
す
。

　
こ
の
届
け
が
な
い
と
六
月
以
降
の

手
当
の
支
給
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、

お
忘
れ
の
な
い
よ
う
願
い
ま
す
。
対

象
児
童
の
う
ち
、
転
出
さ
れ
て
い
る

児
童
に
つ
い
て
は
、
転
出
先
の
住
民

票
を
取
り
寄
せ
て
お
い
で
く
だ
さ
い
。
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麗馨

　
通
商
産
業
省
で
は
、
昭
和
五
十
七
年

六
月
一
日
現
在
で
商
業
統
計
調
査
を
実

施
し
ま
す
。

　
こ
の
調
査
は
“
商
業
の
国
勢
調
査
”

と
も
い
わ
れ
る
も
の
で
、
わ
が
国
の
商

店
の
分
布
状
況
や
販
売
活
動
の
実
態
お

よ
び
商
品
の
全
国
的
な
流
通
状
況
な
ど

を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
全
国
の
卸
売

業
、
小
売
業
お
よ
び
飲
食
店
を
営
ん
で

い
る
す
べ
て
の
商
店
を
対
象
に
行
わ
れ

ま
す
。

　
こ
の
調
査
の
結
果
は
、
国
や
都
道
府

県
、
市
町
村
に
お
け
る
商
業
の
育
成
、

流
通
機
構
の
近
代
化
な
ど
の
施
策
を
進

め
る
う
え
で
重
要
な
基
礎
資
料
と
し
て

多
く
の
分
野
で
利
用
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、

各
商
店
が
経
営
指
針
を
作
る
際
に
も
広

査
員
が
、
商
店
を
直
接
訪
問
し
、

票
に
記
入
し
て
い
た
だ
い
て
回
収
す
る

と
い
う
方
法
で
行
い
ま
す
。

　
提
出
さ
れ
る
調
査
票
は
、
統
計
法
に

よ
り
厳
重
に
秘
密
が
守
ら
れ
ま
す
。
正

確
な
申
告
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

く
役
立
っ
て

い
ま
す
。

　
調
査
は
、

県
知
事
か
ら

任
命
さ
れ
た

商
業
統
計
調

　
　
　
調
査

保
健
所
総
合
相
談

希
望
の
方
に
は

　
　
　
健
康
診
断
も

　
本
格
的
な
高
齢
化
社
会
を
迎
え
「
疾

病
の
予
防
や
健
康
の
相
談
、
指
導
を
受

け
た
い
」
と
い
う
要
望
が
寄
せ
ら
れ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

　交通事故の相談

　　無料で応じます

　交通事故でお困りの方は、下記

の相談センターでお気軽に相談く
ださい。

1〉日本損害保険協会

　新潟自動車保険請求相談センタ

＊住所　新潟市本町通七番町1082

　興亜火災新潟支店ビル5階　新
　潟調査事務所内（智0252－25－

　1851）

＊相談時問　平日は午前9時30分

　から午後4時30分まで、土曜日
　は正午まで

※専門の相談員が親身になって相

談に応じます。弁護士相談日は毎

週水曜日午後1時から4時までで
す。

い
ま
す
。
ま
た
、
生
活
、
環
境
な
ど
の

変
化
に
よ
る
情
報
も
求
め
ら
れ
て
き
ま

し
た
。
保
健
所
で
は
全
機
能
を
あ
げ
て

皆
さ
ん
の
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

◎
と
き
　
六
月
か
ら
毎
週
火
曜
日
　
午

　
前
九
時
三
十
分
か
ら
十
一
時
ま
で
と

　
午
後
一
時
か
ら
四
時
ま
で
（
医
師
の

　
健
康
診
断
の
受
け
付
け
は
午
後
一
時

　
か
ら
二
時
ま
で
）

◎
と
こ
ろ
　
十
日
町
保
健
所

◎
内
容
　
相
談
内
容
は
次
の
と
お
り
で

　
す
。
特
に
希
望
の
方
に
は
健
康
診
断

も
行
い
ま
す
。

．
疾
病
予
防
、
・
健
康
の
保
持
増
進
、

．
栄
養
、
・
食
品
衛
生
、
・
環
境
衛
生

営
業
、
・
狂
犬
病
予
防
、
・
飲
料
水
、

・
衛
生
害
虫
駆
除
・
墓
地
、
・
薬
事
、

．
環
境
．
廃
棄
物
に
関
す
る
相
談

　
活
動
の
輪
を
広
げ
る

　
　
　
町
民
会
議

　
青
少
年
育
成
町
民
会
議
が
設
立
さ
れ

て
、
も
う
す
ぐ
満
一
年
で
す
。
青
少
年

の
健
や
か
な
育
成
の
た
め
、
一
歩
一
歩

活
動
の
輪
を
広
げ
て
い
ま
す
。

　
七
月
四
日
（
日
）
の
午
後
一
時
か
ら

総
合
セ
ン
タ
ー
で
第
二
回
総
会
が
開
か

れ
ま
す
が
、
大
ぜ
い
の
方
の
参
加
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

　鰯
轡
人
会
員
一
』
八
一
人

　
　
　
ロ

動
3
1
団
体
会
員
一
団
体

窃
鞠

（

レ掃を〃●蝋馳●
　　　　　　　　　　無線機器型式
　　　　　　　　　　検定合格マーク

　最近、特にダンプカー・長距離トラックな

どの車両に設置されたハイパワー市民ラジオ

や不法アマチュア局から発射される電波が、

テレビやラジオに障害を与えたり、重要無線

通信に妨害を与え、重大事故を引き起こす原

因となり、大きな社会問題となっています。

　信越電波監理局では、これらの不法無線局

をなくすために皆さんの協力を呼びかけてい

ます。

　重要無線通信に混信を与え、法秩序を乱す

不法無線局を追放しましょう。

④
0
⑤
0

公
共
の
場
所
へ
ど
う
ぞ

　
毎
年
皆
さ
ん
か
ら
日
赤
社
員
社
費
増

強
運
動
の
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
い
ま

す
が
、
本
年
度
は
目
標
六
十
六
万
三
千

円
の
と
こ
ろ
、
百
二
万
円
の
実
績
を
上

げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
対
し
、
日
赤
県

支
部
か
ら
の
配
分
を
受
け
、
本
年
度
は

く
ず
か
ご
の
配
布
事
業
を
計
画
し
て
い

ま
す
。
部
落
集
会
所
、
児
童
公
園
な
ど

公
共
の
場
所
に
設
置
し
て
環
境
浄
化
に

役
立
て
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

希
望
の
方
は
嘱
託
員
を
通
じ
、
六
月
二

十
日
ま
で
に
社
会
課
へ
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。
配
布
数
は
十
個
で
す
。

犬
の
放
し
飼
い
は

　
　
　
や
め
ま
し
ょ
う

　
近
ご
ろ
、
犬
の
放
し
飼
い
が
見
ら
れ
、

特
に
夜
間
に
多
い
よ
う
で
す
。

　
飼
育
者
に
は
、
法
律
で
飼
犬
を
つ
な

ぎ
と
め
て
お
く
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
こ
レ
つ

　
放
し
飼
い
で
咬
傷
事
故
な
ど
を
起
こ

し
て
か
ら
で
は
遅
す
ぎ
ま
す
。

　
犬
の
放
し
飼
い
は
や
め
ま
し
ょ
う
。
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：3うほう上水道の

拡張事業を祝う

　5月は好天続きで、田植えや稲
の生長は順調にいったようです。

　逆に畑作物にとっては、湿りが

ほしかったのですが、6月に入っ
たとたんに雨の日が多くなりまし

た。樹々の緑もますます深まって
います。

　「こうほうひろば」では、皆さ

んからのお便りをお待ちしていま

す。お近くの町政ポストをご利用

くださっても結構です。

一’～』＿一　　　＿“一一L　　　　＿，～

　
昭
和
五
十
四
年
か
ら
一
二
か
年
、
総
事

業
費
三
億
四
千
万
円
を
か
け
た
上
水
道

第
一
次
拡
張
事
業
が
こ
の
た
び
完
了
し

ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
干
手
、
上
野
地

区
の
計
画
給
水
人
口
六
干
五
百
人
一
人

一
日
最
大
給
水
量
四
百
六
十
ニ
リ
ッ
ト

ル
、
一
日
最
大
給
水
量
三
干
立
方
メ
ー

ト
ル
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

　
先
月
八
日
に
は
、
総
合
セ
ン
タ
ー
に

謝辞を述べる数藤伸治さん（沖立総代）

関
係
者
お
よ
そ
百
二
十
人
が
集
ま
り
、

馨
を
祝
い
ま
し
た
・

川
西
中
で

移
動
音
楽
教
室

　
県
が
行
っ
て
い
る
移
動
音
楽
教
室
が

先
月
十
五
日
、
川
西
中
で
開
か
れ
ま
し

蚊
や
ハ

エ
の
退
治
は

み
ん
な
の
協
力

や

金
子
鉄
平
さ
ん

　
緑
の
色
も
濃
く
な
り
、
暑
い
時
期
に

入
り
ま
し
た
。

　
こ
の
暑
い
時
期
は
、
蚊
や
ハ
ェ
の
活

動
す
る
チ
ャ
ン
ス
と
な
り
ま
す
。

　
私
の
地
区
で
は
、
い
っ
せ
い
消
毒
の

ほ
か
、
春
に
は
消
毒
薬
を
各
戸
に
二
合

ず
つ
分
け
て
い
ま
す
。
ど
こ
の
地
区
も

だ
い
た
い
同
じ
と
思
い
ま
す
。

た
。

　
群
馬
交
響
楽
団
の
演
奏
に
よ
る
こ
の

音
楽
教
室
に
は
、
中
学
生
の
ほ
か
、
町

内
の
小
学
校
五
、
六
年
生
も
集
ま
り
、

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
伴
奏
で
歌
っ
た
り
も

し
ま
し
た
。

ぎ
　

，

饗

（
元
町
）

　
こ
こ
で
一
言
い
い
た
い
こ
と
は
、
せ

っ
か
く
班
長
さ
ん
が
忙
し
い
中
、
消
毒

薬
を
配
っ
て
も
、
軒
下
や
玄
関
の
片
す

み
に
置
か
れ
、
使
わ
な
い
方
が
い
る
と

い
う
こ
と
で
す
。

　
あ
な
た
の
地
区
で
は
ど
う
い
う
形
で

徹
底
し
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。
一
日
と

か
十
五
日
と
か
、
日
に
ち
を
決
め
て
、

こちらも負けずに…・

町のギタリスト
　
町
の
若
者
六
人
（
男
四
人
、
女
二
人
）

に
よ
る
「
ス
プ
リ
ン
グ
コ
ン
サ
ー
ト
」

が
開
催
さ
れ
た
の
は
、
先
月
二
十
二
日

の
こ
と
で
し
た
。

　
ギ
タ
ー
演
奏
の
合
間
に
は
軽
快
な
お

し
ゃ
べ
り
を
交
え
、
初
め
て
の
演
奏
会

と
は
思
え
な
い
で
き
ば
え
で
し
た
。

周一岡■一一ゆ一一一一剛陣4へ幽幽繭一一一一駒

み
ん
な
が
そ
の
日
に
消
毒
を
し
た
ら
効

果
が
あ
が
る
と
思
い
ま
す
。

　
忙
し
い
の
は
、
み
ん
な
同
じ
こ
と
で

す
。
最
近
、
私
は
衛
生
的
な
考
え
方
が

薄
く
な
っ
て
き
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
各
地
区
ご
と
に
衛
生
関
係
の
委
員
が

い
ま
す
が
、
そ
の
人
た
ち
だ
け
が
い
く

ら
熱
心
に
指
導
し
て
く
だ
さ
っ
て
も
、

実
行
し
な
い
の
で
は
し
ょ
う
が
あ
り
ま

せ
ん
。
田
ん
ぼ
の
中
に
空
き
缶
が
あ
っ

て
も
拾
わ
な
い
の
と
同
じ
で
す
。

　
自
分
た
ち
の
地
区
は
、
自
分
た
ち
の

手
で
美
化
す
る
、
と
い
う
心
を
持
ち
ま

し
ょ
・
つ
。

今
年
は
川
西
町
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3

青
年
大
会
郡
予
選
会
”

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
6

　
第
一
二
十
回
新
潟
県
青
年
大
会
中
魚
沼

郡
予
選
会
が
六
月
十
三
日
（
日
）
に
川

西
町
で
行
わ
れ
ま
す
。
種
目
も
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
の
で
、
お
好
き
な
会
場
へ

出
か
け
、
声
援
の
ほ
う
も
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

○
体
育
館
　
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
バ
ス
ケ

　
　
　
　
　
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
剣
道

○
川
西
中
学
校
　
卓
球

O
川
西
高
校
　
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

○
庚
塚
運
動
場
　
野
球

　
試
合
開
始
は
、
い
ず
れ
も
九
時
三
十

分
か
ら
で
す
。
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レ
ロセ

ん
［

の

　
　
集

」
一
一

舌』
一
一
一
口
第

れぼこ「

　r町史こぼれ話」第二集が7月1日に発刊

されることは、町史コーナーでもお知らせし

ましたが、大ぜいの皆さんからご購読いただ

きたく、その中に掲載される長谷川伸氏の

『喚魂』のあらすじを紹介してみます。

仁
田
公
民
館
に
安
置
さ
れ
て

い
る
如
意
輪
観
世
音

　
　
長
谷
川
伸
・
作

灘難慧灘灘
　
善
言
村
（
現
柏
崎
市
）
の
彦
太
郎
が

わ
が
家
の
再
興
を
志
し
て
旅
に
出
て
か

ら
三
年
の
月
日
が
流
れ
て
い
た
。
諸
国

を
さ
す
ら
い
歩
い
た
末
に
江
戸
へ
た
ど

り
着
く
が
、
疲
労
と
空
腹
で
行
倒
れ
る
。

餓
死
寸
前
の
身
を
救
っ
て
く
れ
た
の
は
、

千
田
ケ
谷
の
長
者
田
村
四
郎
左
衛
門
の

一
人
娘
で
、
観
世
音
の
授
け
子
と
う
わ

　
　
　
　
ち
が
や

さ
の
高
い
千
萱
で
あ
っ
た
。

　
千
萱
に
助
け
ら
れ
た
彦
太
郎
は
、
こ

の
こ
と
が
縁
で
四
郎
左
衛
門
屋
敷
の
男

召
仕
い
と
し
て
働
く
こ
と
に
な
る
。
神

秘
な
ま
で
に
美
し
い
千
萱
に
、
命
の
恩

人
と
し
て
の
感
謝
と
禁
断
の
恋
情
を
い

だ
く
彦
太
郎
、
千
萱
も
ま
た
彦
太
郎
に

慈
愛
の
心
づ
か
い
を
示
し
た
。

　
こ
の
年
（
寛
永
十
九
年
）
の
秋
、
十

七
歳
の
娘
盛
り
を
急
に
患
っ
た
千
萱
は

わ
ず
か
半
日
の
苦
し
み
で
こ
の
世
を
去

っ
た
。
悲
嘆
に
く
れ
る
四
郎
左
衛
門
夫

婦
に
、
　
「
千
萱
様
が
死
ん
だ
の
は
、
助

け
て
も
ら
っ
た
彦
太
郎
が
千
萱
様
の
命

を
か
す
め
取
っ
た
か
ら
だ
。
」
と
告
げ

た
者
が
あ
る
。

　
親
の
迷
い
が
生
ん
だ
怒
り
で
、
彦
太

郎
は
田
村
家
を
放
逐
さ
れ
る
こ
と
に
な

る
。
彦
太
郎
が
、
屋
敷
の
男
た
ち
に
割

り
竹
で
地
を
叩
い
て
追
わ
れ
た
の
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
ふ
た
と
き

千
萱
の
葬
式
の
出
る
二
刻
ほ
ど
前
で
あ

っ
た
。

　
こ
の
夜
、
彦
太
郎
は
、
真
言
ダ
ラ
ニ

を
一
心
に
と
な
え
な
が
ら
、
千
萱
の
埋

　
　
　
　
く
ら
や
み

葬
さ
れ
た
暗
闇
の
無
常
場
へ
急
ぐ
。
千

萱
へ
の
せ
め
て
も
の
御
恩
が
え
し
に
夜

と
ぎ
を
し
、
　
「
千
萱
様
の
命
こ
の
世
に

喚
び
返
さ
せ
給
え
。
」
と
夜
ど
お
し
祈

る
た
め
で
あ
っ
た
。
途
中
、
新
墓
を
あ

ば
い
て
棺
の
中
の
金
品
を
か
す
め
取
る

盗
賊
に
追
い
つ
か
れ
る
。
脅
迫
さ
れ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
つ
ぎ

心
な
ら
ず
も
千
萱
の
塚
を
あ
ば
き
、
枢

の
ふ
た
を
外
す
。
こ
の
と
き
、
千
萱
は

棺
の
中
で
息
を
吹
き
か
え
し
た
。

ま
な
む
す
め

　
愛
娘
千
萱
の
死
に
世
の
無
常
を
感
じ

た
四
郎
左
衛
門
夫
婦
は
、
ば
く
大
な
財

産
を
諸
人
に
わ
か
ち
あ
た
え
、
自
ら
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
ょ
い
り
ん
か
ん

路
銀
い
く
ば
く
か
を
持
ち
、
如
意
輪
観

ぜ
お
ん

世
音
の
尊
像
を
背
に
し
て
諸
国
の
観
音

堂
参
拝
行
脚
を
続
け
る
。

　
正
保
二
年
（
一
六
四
五
）
の
春
が
、

山
峰
岡
陵
の
多
い
川
西
郷
一
帯
に
訪
れ

て
い
た
。
四
郎
左
衛
門
夫
婦
は
、
信
濃

か
ら
善
光
寺
街
道
を
小
千
谷
に
向
か
う
。

十
日
町
で
正
念
寺
と
来
迎
寺
の
観
音
様

　
　
　
　
　
　
め
い
ふ
く

に
詣
っ
て
娘
の
冥
福
を
祈
り
、
寺
を
辞

し
て
し
ば
し
歩
く
と
、
千
萱
に
生
き
写

し
の
、
子
供
を
背
負
っ
た
美
し
い
若
女

房
を
見
か
け
る
。

　
夢
中
で
追
い
す
が
り
、
　
「
千
萱
よ
、

父
じ
や
」
と
話
し
か
け
、
母
は
涙
で
す

り
寄
る
が
、
そ
の
若
女
房
は
何
の
反
応

も
示
し
て
は
く
れ
ず
、
恐
し
げ
に
早
足

で
逃
げ
去
っ
て
行
く
。
あ
と
を
追
い
す

が
る
老
夫
婦
、
信
濃
川
の
舟
渡
し
を
越

え
、
急
な
坂
道
を
の
ぼ
り
、
や
っ
と
の

こ
と
で
追
い
つ
い
た
の
は
仁
田
村
の
北

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
お
り

田
の
里
に
居
を
構
え
た
さ
さ
や
か
な
庵

で
あ
っ
た
。

　
こ
の
家
に
は
夫
の
彦
太
郎
も
居
り
、

四
郎
左
衛
門
夫
婦
を
見
て
夢
か
と
ば
か

り
に
驚
き
、
千
萱
に
親
御
の
来
た
こ
と

を
告
げ
る
。
し
か
し
、
千
萱
と
呼
ば
れ

た
若
女
房
は
、
た
だ
物
め
ず
ら
し
げ
に

老
夫
婦
を
な
が
め
る
だ
け
で
あ
っ
た
…
。

　
　
な
ぜ
「
喚
魂
」
な
の
か

　
か
ん
こ
く
さ
ん
し
ょ
う
り
ん
じ

　
観
谷
山
聖
輪
寺
の
如
意
輪
観
世
音
は
、

き
ん
り
ゅ
う
ざ
ん
せ
ん
そ
う
じ

金
龍
山
浅
草
寺
と
並
ぶ
江
戸
で
最
古
の

寺
に
安
置
さ
れ
て
い
た
。
彦
太
郎
は
、

田
村
家
に
下
僕
と
し
て
仕
え
な
が
ら
も

こ
の
観
世
音
を
深
く
信
奉
し
、
　
「
お
ん

は
ん
、
ど
め
い
、
し
、
ん
た
、
じ
ん
ば

ら
、
う
ん
」
の
真
言
を
必
死
に
と
な
え

て
千
萱
の
魂
を
喚
び
戻
す
。
四
郎
左
衛

門
夫
婦
も
ま
た
、
如
意
輪
観
世
音
に
帰

依
し
、
諸
国
巡
礼
を
続
け
て
千
萱
に
め

ぐ
り
合
う
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
　
　
め
い
ど

　
千
萱
は
冥
途
戻
り
の
と
き
に
記
憶
を

地
下
に
忘
れ
て
き
て
い
た
。
彦
太
郎
は

千
萱
と
二
人
、
さ
す
ら
い
を
続
け
て
い

る
う
ち
に
夫
婦
と
な
り
、
ひ
と
ま
ず
故

郷
の
善
言
村
へ
と
志
す
途
中
、
こ
の
仁

田
の
地
で
男
の
児
が
生
ま
れ
た
の
で
あ

っ
た
。

　
運
命
を
思
い
、
観
音
様
の
御
利
益
に

感
謝
し
た
四
郎
左
衛
門
夫
婦
は
、
背
に

負
っ
て
き
た
如
意
輪
観
世
音
を
北
田
の

里
に
安
置
す
る
。
四
郎
左
衛
門
夫
婦
は
、

北
田
の
庵
に
泊
っ
た
そ
の
晩
か
ら
可
愛

い
孫
を
手
放
す
こ
と
を
い
や
が
っ
た
。

千
萱
の
記
憶
も
、
い
く
ら
か
ず
つ
戻
っ

て
き
そ
う
な
様
子
が
あ
っ
た
…
…
。

　
作
者
の
長
谷
川
伸
先
生
は
、
　
「
ど
ん

な
立
場
の
人
間
で
も
、
信
心
怠
り
な
け

れ
ば
い
つ
か
願
い
は
か
な
え
ら
れ
る
。

信
ず
る
人
の
念
力
で
魂
は
喚
び
戻
さ
れ

る
。
」
と
い
う
こ
と
を
強
調
ざ
れ
た
か

っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
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これからは

血液が不足します
一一献血にご協力を一一

　
夏
場
に
入
る
と
、
暑
さ
で
採
血
が
減

る
の
に
加
え
、
事
故
な
ど
の
多
発
で
輸

血
が
増
え
、
血
液
が
不
足
し
が
ち
で
す
。

血
液
は
人
工
的
に
作
る
こ
と
が
で
き
な

い
た
め
、
必
要
な
血
液
は
す
べ
て
健
康

な
人
の
献
血
に
頼
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

　
十
六
歳
か
ら
六
十
五
歳
ま
で
の
健
康

な
皆
さ
ん
の
善
意
で
、
多
く
の
方
々
の

生
命
が
救
わ
れ
ま
す
。

　
七
月
は
「
愛
の
血
液
助
け
合
い
月
間
」

と
し
て
協
力
が
呼
び
か
け
ら
れ
ま
す
。

ち
ょ
っ
と
早
め
で
す
が
、
次
に
よ
り

「
ゆ
う
あ
い
号
」
が
き
ま
す
の
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

　
　
磯
灘
灘
雛
欝
麟
縫
鎌
』

麟
叢
懸
難
織
糞
穣
燃
懸
、
ー

　
　
　
　
難
瀞
鎌
聴
灘
麟
難
難
、
皿
、
』

　
　
　
、
聴
叢
譲
燃
懸
難
譲
鰹
纏
．

　
　
　
　
糧
謹
慮
灘

麟
逡
灘
難
　
総
糞
灘
譲
嶽
ー

危
険
物
取
扱
者
試
験

○
試
験
の
種
類
　
甲
種
、
乙
種
（
第
四

類
）
、
丙
種
に
つ
い
て
実
施

○
試
験
期
日
　
七
月
二
十
七
日
（
火
）

○
試
験
場
所
　
長
岡
市
、
小
千
谷
市
ほ

　
か

○
願
書
の
受
け
付
け
　
六
月
二
十
五
日

　
か
ら
七
月
三
日
ま
で
（
願
書
は
各
消

防
署
に
あ
り
ま
す
）

○
願
書
の
提
出
先
　
〒
鮒
新
潟
市
学
校

　
町
通
り
一
番
町
　
新
潟
県
総
務
部
消

　
防
防
災
課
危
険
物
係

準
備
講
習
会
が

　
　
　
　
あ
り
ま
す

　
県
で
は
、
七
月
二
十
七
日
（
火
）
に

危
険
物
取
扱
者
試
験
を
実
施
し
ま
す
が
、

県
危
険
物
安
全
協
会
で
は
、
そ
れ
に
備

え
た
準
備
講
習
会
を
次
に
よ
り
行
い
ま

す
。①

日
時
　
七
月
五
日
（
月
）
、
六
日

　
（
火
）

②
場
所
湯
之
谷
村
、
小
出
郷
福
祉
セ

　
ン
タ
ー

③
講
習
対
象
乙
種
第
四
類
の
危
険
物

　
取
扱
者
試
験
の
受
験
者

④
受
講
料
危
険
物
協
会
員
⊥
二
千
円

　
非
協
会
員
－
四
千
五
百
円

⑤
申
し
込
み
期
間
講
習
日
の
七
日
前

　
ま
で
に
十
日
町
地
域
消
防
本
部
予
防

　
課
へ

　
な
お
、
丙
種
危
険
物
取
扱
者
受
験
準

備
講
習
会
は
七
月
七
日
に
長
岡
市
で
行

わ
れ
ま
す
が
、
希
望
の
方
は
直
接
長
岡

市
消
防
本
部
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

防
火
管
理
者
の
資
格
付
与
講
習
会

　
十
日
町
地
域
消
防
本
部
で
は
、
次
の

日
程
で
防
火
管
理
者
資
格
付
与
講
習
尖

を
行
い
ま
す
。

①
日
時
六
月
二
士
一
百
（
水
）
、
二

　
十
四
日
（
木
）
の
二
日
間
、
い
ず
れ

　
も
午
前
九
時
か
ら
午
後
四
時
ま
で
。

②
場
所
十
日
町
地
域
消
防
本
部
講
堂

③
申
し
込
み
期
間
六
月
十
日
か
ら
十

　
七
日
ま
で
に
写
真
（
上
半
身
横
三
セ

　
ン
チ
縦
五
セ
ン
チ
）
一
枚
と
講
習
テ

　
キ
ス
ト
代
二
千
四
百
円
を
添
え
、
十

　
日
町
地
域
消
防
本
部
予
防
課
あ
て
お

　
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
こ
の
講
習
会
は
、
二
日
間
受
講
し
な

い
と
資
格
が
付
与
さ
れ
な
い
こ
と
が
あ

り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
詳
し

く
は
十
日
町
地
域
消
防
本
部
（
台
〇
二

五
七
五
－
七
－
一
五
五
五
）
、
ま
た
は

川
西
分
遣
所
（
盈
八
ー
二
〇
七
五
）
へ

お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

　－
畿

捧オつ
’起触
●・●

姜し
箋自の

喝ず・’

携‘

鰻
一も＝。’亀

　・蟹ミー一

搬撫嫌

「
書
道
」
は

　
　
私
の
健
康
法

　
高
倉
斎
木
能
男
さ
ん

　
斎
木
さ
ん
の
一
日
は
、
人
生
訓
を

黒
板
に
書
く
こ
と
か
ら
始
ま
る
。

　
ノ
　
，
あ
す
あ
り
と
　
思
う
心
の
あ
だ

桜
夜
半
の
嵐
の
　
吹
か
ぬ
も
の
か

わ
”

　
こ
れ
を
基
に
、
毎
日
を
暮
ら
し
て

い
る
と
の
こ
と
。

　
日
本
書
道
協
会
の
会
員
に
な
っ
た

の
が
去
年
の
九
月
。
現
在
は
「
清
心
」

と
い
う
本
を
毎
月
取
り
寄
せ
学
ん
で

お
い
で
だ
。

　
「
こ
の
本
を
手
本
に
は
し
て
い
ま

す
が
、
そ
の
と
お
り
書
く
の
で
は
な

く
、
自
分
な

り
に
変
化
を

つ
け
る
こ
と

が
多
い
で
す
」

子
供
の
こ

ろ
か
ら
毛
筆

に
は
親
し
ん

で
き
た
と
い

）
つ
。

高
倉
の
盆

は
た
い
そ
う
に
ぎ
わ
う
ら
し
い
。
祭

り
な
ど
に
は
欠
か
せ
な
い
人
で
も
あ

る
。　

「
と
う
ろ
う
の
字
な
ど
は
私
が
受

け
持
っ
て
い
る
ん
で
す
」

　
野
良
仕
事
の
忙
し
い
と
き
は
練
習

を
し
ば
ら
く
休
む
。

　
「
こ
れ
ば
っ
か
り
は
疲
れ
た
と
き

や
気
が
向
か
な
い
と
き
、
そ
し
て
寒

い
日
に
は
う
ま
く
書
け
ま
せ
ん
か
ら
」

　
書
道
は
な
ん
と
い
っ
て
も
精
神
統

一
が
第
一
で
あ
る
。

　
「
姿
勢
も
よ
く
な
り
、
心
も
さ
わ

や
か
に
な
り
ま
す
。
私
の
健
康
法
の

一
つ
で
す
」

　
上
達
方
法
は
練
習
あ
る
の
み
。
決

し
て
筆
の
よ
し
あ
し
で
は
な
い
。

　
「
好
き
だ
か
ら
こ
れ
か
ら
も
続
け

ま
す
」

　
雅
号
“
能
山
”
の
申
請
は
、
も
う

少
し
練
習
し
て
か
ら
に
し
た
い
、
と

抱
負
を
述
べ
ら
れ
た
。

r人生訓」も書きました
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警察官の募集
　　，一一一一一一一☆一

　来春4月採用の新潟県男子警察

官A（大学卒）の採用試験が次に

より行われます。

○採用予定人員

　A共同試験　県内警察官60人

　　　　　　県外警察官19人

○受付期間　6月29日～8月16日

○第1次試験　8月29日　（日）新

　潟市

O第2次試験　9月下旬　新潟市

○受験資格　昭和30年4月2日か

　ら36年4月1日までに生まれた

　男子で、大学（短期大学を除く）

　を卒業した人、または卒業見込

　みの人

　詳細は警察署、または最寄りの

駐在所へおたずねください。

学卒求人

受理説明会の案内

　　一★
　来春3月新規学卒者を対象とす

る求人受け付けが7月1日から始

まります。

　求人申し込み方法などの説明会

を次により行います。

◇日時　6月17日　（木）

　　　　午後1時30分から

◇場所　十日町公共職業安定所

　
円

幽
社
会
福
祉
協
議
会
へ

※
高
橋
静
さ
ん
（
高
倉
）

18川。1川川ll，91818119，。．ll川馳。，，｛・．，。1。。II。。．IIlll611．lll”。。ID，｛，，｛1，II山。，，，，。1“II6，lll川1鵬9。。II’15・9。。o川騒。1。。。“驚191111臨唇ll川，o川191。。。川1。9。191’1911。。1川1。。。，1｛9118川1。911。“511。lll。’”9。6II

　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　響　　　　　　　　　　　　響　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　一　　　　　　　　　り　　　　　　　　　一　　　　　　　　一　　　　　　　　一　　　　　　　　一　　　　　　　一　　　　　　　6　　　　　　　－　　　　　　o　　　　　　－　　　　　　o　　　　　一　　　　　一　　　　　一　　　　一　　　　一　　　　一　　　〇　　　一　　　一　　一　　一　　一　一　一　一
一一一

　　　　　　　　　　　　糠　　　　　　　　　　肉　　　　　　　　　案
　　　　　　　硝
　　　　　　タ　　　　雛　　　懸羅

　　　　　　　　　　馨

　　　　　　　　　き　　　　　　　　＄　　　　　　　　　　　　　　＄

　　　　　穣

　　　　　　　　き　　

一停電の・
　わ多ロうせ

東
北
電
力
が

防
犯
灯
を
寄
贈

　
東
北
電
力
で
は
、
先
月
春
の
サ
ー
ビ

ス
旬
間
を
行
い
ま
し
た
が
、
期
間
中
に

町
へ
防
犯
灯
二
灯
を
寄
贈
し
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。

出思
善

か
ら
十
万
円

　
次
の
善
意
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

囹
一
般
寄
付
金

※
佐
藤
寅
夫
さ
ん
（
仁
田
）
か
ら
二
万

　
円

團
交
通
安
全
の
た
め
に
と

※
須
藤
憲
二
さ
ん
（
下
原
）
か
ら
十
万

●
片
桐
忠
雄
さ
ん
（
長
岡
市
）
か
ら
、

　
　
つ
ば

刀
の
鍔
、
馬
の
く
つ
わ
大
小
二
個

心
配
ご
と
相
談

●
6
月
1
6
日
…
…
…
克
雪
セ
ン
タ
ー

●
6
月
2
3
日
…
…
…
総
合
セ
ン
タ
ー

●
6
月
30
日
…
…
…
総
合
セ
ン
タ
i

●
7
月
7
日
…
…
…
上
野
連
絡
所

※
相
談
を
さ
れ
た
い
方
は
、
社
会
福
祉

協
議
会
（
役
場
内
）
へ
あ
ら
か
じ
め
電

話
な
ど
で
連
絡
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
、

資
料
も
取
り
そ
ろ
え
る
こ
と
が
で
き
、

相
談
も
ス
ム
ー
ス
に
行
え
ま
す
。

（
智
八
⊥
ニ
ニ
一
、
有
線
二
一
四
二
）

●7月9日　（金）／午前

　8時から午後1時まで、

発電所通東の一部・永

久公舎・栄町．

一
三
…
印
3
｛
一
．
．
一
…
一
…
｛
一
．
．
一
｛
一
．
．
一
三
一
一
．
一
一
三
一
一
…
ぎ
一
．
一
一
～
一
｝
一
三
茎
一
｛
…
一
ξ
一
一
．
3
り
…
一
…
。
ξ
玉
．
一
一
三
嫡
一
．
一
一
一
三
｝
一
三
一
一
…
一
三
一
一
．
q
一
一
三
一
三
，
一
ミ
．
一
一
一
一
一
覧
齢
一
り
一
一
…
。
騨
．
．
一
一
…
一
一
．
．
～
…
一
三
ζ

一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
　
ヤ

一
六
公
園
に
集
う
　
ブ
ナ
林
祭
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
／

　
　
　
　
　
　
　
二
六
公
園
ブ
ナ
林
祭
り
が
行
わ
れ
た
の
は
、
今
月
五
日
の
こ
と

　
　
　
　
　
　
で
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
こ
の
日
は
、
す
が
す
が
し
い
天
気
に
恵
ま
れ
、
大
ぜ
い
の
人
た

若葉汁のおかわりはなん回でも

ち
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　
カ
ラ
オ
ケ
大
会
や
歌
謡
シ
ョ
ー
を
若
葉
汁
の
サ
ー
ビ
ス
を
た
っ

ぷ
り
受
け
な
が
ら
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
子
供
た
ち
の
目
当
て
は

宝
さ
が
し
の
よ
う
で
し
た
。

　
鮮
や
か
な
ブ
ナ
の
緑
に
囲
ま
れ
、
お
お
ら
か
な
気
分
に
な
り
ま

し
た
。

　
皆
さ
ん
も
ブ
ナ
林
へ
一
度
出
か
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

歌謡ショーのクライマックス
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幼
児
期
の
食
事

　
幼
児
期
は
体
も
心
も
ぐ
ん
ぐ
ん
成

長
す
る
時
期
で
す
。
り
っ
ぱ
な
体
格
、

じ
ょ
う
ぶ
な
体
質
、
規
則
正
し
い
食

習
慣
も
み
ん
な
こ
の
時
期
に
基
礎
つ

く
り
が
行
わ
れ
ま
す
。
特
に
栄
養
豊

か
な
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
が
必

要
で
す
。

○
大
人
の
食
事
を
そ
の
ま
ま
与
え
て

い
ま
せ
ん
か
　
　
消
化
機
能
は
ま
だ

未
熟
の
場
合
が
あ
り
ま
す
。
調
理
に

注
意
を
払
い
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
○
良
質
の
た
ん
ぱ
く
質
や

　
　
　
　
、
、
・
ネ
ラ
ル
（
特
に
カ
ル
シ

　
　
　
　
ウ
ム
と
鉄
）
、
ビ
タ
ミ
ン

哩
の
多
い
食
事
を
し
っ
か
り

与
え
ま
し
ょ
う
。
一
日
に

牛
乳
一
本
と
卵
一
個
は
必

ず
与
え
ま
し
ょ
う
。
良
質

の
た
ん
ぱ
く
質
は
筋
肉
、

臓
器
、
神
経
な
ど
の
成
長

に
必
要
で
す
。
骨
格
、
歯

が牙
、
血
液
の
材
料
と
し
て

ミ
ネ
ラ
ル
も
た
く
さ
ん
必

要
で
す
。

○
偏
食
を
な
く
し
ま
し
ょ

う
1
両
親
や
兄
弟
に
偏

食
が
あ
り
ま
せ
ん
か
。
食

品
の
選
び
方
、
無
理
強
い
、

行
儀
を
や
か
ま
し
く
言
い

過
ぎ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、

灘
畿
．

何
で
も
食
べ
さ
せ
る
く
ふ
う
を
し
て

く
だ
さ
い
。

○
規
則
正
し
い
食
生
活
、
よ
い
習
慣

づ
く
り
を
ー
三
度
の
食
事
を
き
ち

ん
と
与
え
、
間
食
を
さ
せ
ず
お
腹
を

す
か
せ
る
こ
と
も
た
い
せ
つ
で
す
。

○
お
や
つ
の
く
ふ
う
と
与
え
方

お
や
つ
は
食
事
の
補
給
と
し
て
考
え

ま
し
ょ
う
。
時
間
を
決
め
て
一
日
二

回
、
糖
分
の
多
い
菓
子
類
は
や
め
て
、

手
づ
く
り
の
お
や
つ
に
し
て
ほ
し
い

も
の
で
す
。
例
え
ば
果
物
、
乳
製
品
、

サ
ン
ド
イ
ッ
チ
、
お
好
み
焼
き
、
芋

類
な
ど
も
よ
い
で
し
ょ
う
。

○
食
事
の
雰
囲
気
を
た
い
せ
つ
に
i

i
食
事
は
心
を
豊
か
に
育
て
る
情
操

教
育
の
場
で
す
。
家
族
ど
う
し
の
和

や
か
な
楽
し
い
食
事
の
時
間
を
持
つ

こ
と
が
た
い
せ
つ
で
す
。
食
卓
で
し

か
る
と
食
欲
を
な
く
し
ま
す
。
ま
ず

大
人
が
よ
い
食
事
の
し
か
た
を
示
し

て
み
せ
、
楽
し
い
雰
囲
気
の
中
で
食

べ
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

【
お
わ
び
】
　
前
号
で
「
ワ
ク
チ
ン

を
接
種
す
る
場
合
、
そ
の
前
後
二
、

三
週
間
は
避
妊
」
と
あ
り
ま
す
が
、

「
二
、
三
か
月
」
の
誤
り
で
し
た
。

　
篠
蓼
骸
骸
蓼
名
き
名

　
戸
籍
の
窓
か
ら

　
骸
駿
骸
葛
骸
葛
葛
骸
蓼
骸
骸

た
か
さ
ご
ー
ご
円
満
に

総
（
◎◎
縮

（
◎
◎
雛

市登戸池星
川坂田田名

真恵貴き隆
　子士く之

（
◎
◎
繍
騨
鵬

隆
之
霜
条

き
く
十
日
町
市
か
ら

（
◎
◎
縣
稽
≡
＋
日
町
害

石
澤
シ
ズ
エ

　
　
　
廣

　
　
　
京
子

　
　
　
正
志

仁
田

赤
谷
か
ら

学
校
町

津
南
町
か
ら

下
平
新
田

野
口
か
ら

発
電
所
通
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